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　1む has　been　recog エlized 　that　lead　poisoning　in　 chi 置dren　in　the　United　States　is　 main ユy　caused 　by
lead−containing 　paints ，　 In　order むo　 clarify 　whether 　children 　in　Japan　are 　safe　from　lead　poisoning　or
not

，
　lead　 cQntent 　in　paints　collected 　frorn　junior　high　schools

，
　 elernentary 　schools

，
　a　kindergarten

，

nursery 　schools 　and 　parks　by　atomic 　absorption 　spectrophotometry 　were 　investigated．

　Forty−tw⊃ by　forty−four　samples 　containing 　mQre 　than　O．06％ of　lead，　which 　is　the　regulatory 　limit　by
CPSG 血 the　United　Staしes，　were 　found　and 　34144　samples 　contaln 二ng 　more 　than　O，596　Qf　lead

，
　which 　is

the　level　targeted 　for　lead　hazard　 contrel 　 measures 　 cited 　in むhe　l992　Residential　Lead −Based 　Paint

Hazard　Reduction　Act，　were 　found．

　From　those　anaJytical 　data，　it　 was 　clarified　that　children 　in　Japan　are　not 　a置ways 　safe 　from 王ead

poisoning　and 　further　investigation　should 　be　undertaken 　to　obtain 　more 　exact 　information．

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 〔Received　April　2，1997）
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　 1．緒　 　言

　われわれは誰 で も日常生活 を営ん で い く上 で ，健康

で ，安全 に暮ら した い と考え て い る．その ため に ， 身

の 回 りの 生活環境 を把握 して お くこ とは重要な こ とで

あ る，近年 ， 化学物質に よ る環境汚染はます ます深刻

化 し （山根等 1981），わ れ わ れ の脅威に な りつ つ ある．

そ の 汚染物質 の
一つ として ，鉛が あげら れ る （Nebel

and 　Wright 　1993）．

　鉛 は生活環 境 の 中 に い ろ い ろ含 まれ る が ，Gilbert

8r 祕 （ユ979）は鉛 申毒者 の 住居 に は 内装 ， 外 装 と も

ペ ン キ中に高濃度の 鉛が含まれ て い る こ と を報告して

い る．最近，塗膜中 に含まれ る 鉛 は ア メ リ カ の 大きな

社 会問 題 （Newsweek 　1992） とな っ て い る．1978年

に ア メ リ カ の CPSC （消費者製造 物 安全 委員 会）は

O．06％ 以 Lの 鉛 を含む塗料お よ び それ を使用 した玩具

などの子供用品，家具類を禁止 して い るが，それ以前

に塗ら れ た 塗膜が劣化 し
， そ れ を幼児が経 ［］摂取 して

しま うこ と か ら ， 鉛 中毒が生 じて い る （R  oand

Routh　1979）．鉛中毒 は 症状 が気 づ き に くい 病気 で あ

り，子供 に おい て ，学習能力障害，聴覚障害，成長遅

延などの毒性が現れ，大人に お い て も，被刺激性，筋

肉刺激の 低下，神経 の ダ メージ，精子 数の 減少，高血

圧 をもた らす が
， 子供の 方 が 鉛 の 感受性 が 高 い こ と が

報告 さ れ て い る （鈴木 と永田 1978）．1992年，米 国

議会は
， 各家庭が 「鉛 を含む塗料がある こ と．こ れ に

よ る 危害があ る こ と．鉛 暴露 を避 ける方法がある こ

と．」の 情報を把握 し，安全 な暮 ら しを図る た め に，

The 　 Residential　 Lead −Based　Pajnt　Hazard 　Reduction

Act を 条例化 した ．そ の 際 ， 危害 を判 断す る 値 と して

塗膜中の 鉛重量 ％ を 0．5％ と決 め た ．さらに，塗膜 中
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の 鉛 に 関す る情報は ア メ リ カ の National　 Research

Councilの 報告 （National　Research 　Council　1991）や ，

EPA （ア メ リ カ 環境保護局），　 HUI）（ア メ リ カ住宅都

市開発局）の イ ン ターネッ トホー
ム ペ ージを通 じて提

供され て い る．

　
一
方，日本 の 政府による塗料中 の 鉛 に関す る 規制 は

な く，食 品衛生法 （日本薬学 会 1980） に 玩具 の 塗膜

中の鉛の規定がある だ けで ある．鉛 に 関する研究を概

観する と，1979年の 鈴木等 （1979＞に よる粉乳 中 の

鉛 の 分析，那須等 （1991）に よ る タバ コ 中の鉛 ， 深谷

等 （1993）に よる陶磁器 製造労働者 の 鉛暴露 ， 保元等

（1993）に よる食 事か らの 鉛摂取 などが 報告 され て い

る が，塗料 中の 鉛 に 関す る 研 究 は 1981 年 の 鹿 庭 等

（1981）の報告だけ で あ る．こ こ で ，彼 らは国立衛生試

験所と所員の 住居の 塗膜 を対象に鉛 を測定 し，そ の 危

険性 を指摘 して い る．

　日本 は 欧米 と異な り，家の 中に塗料が使わ れ る こ と

は 少な い ．しか し，子 どもの 生活環境に注目すれば，

学校の 建物は コ ン クリ
ー

ト製である こ とが多 く， 屋内

に塗料が使われる場合があ り，屋外 の 遊具 は カ ラフ ル

な 塗料 が 使 わ れ て い る．さ ら に，公 園 の 遊具 も同様で

あ る．こ の こ とは米国と同様に 塗料の劣化に よる 鉛 中

毒の 可能性が 懸念され る．鉛中毒に対する子どもの 感

受性 が 高 い こ と を考えあわ せ る と，こ こ に 注 目 した鉛

の 分析研究 は重要 で あ る が，い まだ報告 され て い な い ．

　そ こ で
， 本研究 は 了

・ど もの 安全 な生活環境を把握す

る こ とを目的と して ，中学校，小学校 ， 幼稚園 ， 保育

園 と公園 に注目 し，それ ら施設 の 塗膜 を収集 し，フ レ

ー
ム 原子吸光法に よ り，鉛含量を定量 し，施設 の ど こ

に ，
ど れ ぐら い 鉛が含 まれ て い る か を明らか に す る と

ともに，ア メ リカ の 規制値と比較 し たの で ，こ れ らの

結果を述べ る ．

　（3） 試　 　薬

　濃 硝酸 は 有害金属測定用 （比重 1．38，濃度 61％ ，

和光純薬）をその まま用 い た． 1 ％硝酸は有害金属測

定用濃硝酸に蒸留水を加えて 希釈し，調製し た もの を

使用 し た．

　鉛標準液は 原子吸光分析用鉛標準液 （硝酸鉛溶液，

鉛 と して 1，00  μ g／ni ， 和光純薬製）お よ び ，そ れ

を 1 ％硝酸 で 希釈 して 1
， 5，

10
，
20

，
40 ，ag ／ml の 濃

度 に調整 し，使用 した．

　（4）　操 作 法

　サ ン プ ル 管 （20ml 用）の 中で
， 塗膜試料 300　mg 程

度を精秤 し，濃硝酸 5ml を注 ぎい れ ，沸石 を加えた ．

ドラ フ ト中で 油浴 を 用 い て
，

100℃ で 30分間 ，
つ い で

160℃ で 3時間加熱 し， 乾固 しない よう適時 ， 濃硝酸

を加 えた．反応後 ，室温 で一
夜放置後，不溶物をろ別

し，ろ 液を メ ス フ ラ ス コ に受け，サ ン プル 管お よ びろ

紙を 1 ％硝酸で 洗 い ，そ の 洗液 も合わせ，全量 を正確

に 25ml と し，原子吸光分析 の 試料溶液 とした．こ の

操作を 3 回繰 り返 し，分析結果 は こ れ らの 平均 とした ．

　  　定　　量

　 フ レ
ー

ム 原子吸光分析 の 操作条件をTable　1 に 示 し

た．283，3nm に おけ る標準 液お よび試料溶液 の 吸光

度 を A 。 お よび A とす る と，試料 中 の 鉛含量 c （重量

％ ） の 計算式 （鹿庭等 1981） は 以下 の とお りで あ る．

　　　　　Cコ（A／A 。）× C 。
× y× ユ／W × 10

一1

ただ し，G ， ：標準液 の 濃度 （mg ／1），　 V ：試料溶液体

積 （1），
W ：試料 の 採取量 （g），

　（6＞ 検 量 線

　試料濃度 1，5，
10

，
20

，
40mg ／tの 範囲 で ，吸光度

の 間に 原点を通 る直線 関係が 成立 し，こ の 範囲で 塗膜

試料を測定した，試料が こ の 範囲 に収まらな い 場合，

適時希釈し た．

　2．実験方法

　（1） 機　　器

　 フ レーム原子吸光分析装置， Ehjmadzu製 ，
　 A −680．

　（2） 収集した塗膜

　中学校 〔室内 4 点），小学校 （室内 6 点と室外 9 点），

幼稚園 （室外 7 点），保育園 （室外 10点〉，公 園 （室

外 8点）に お い て ，汚れ や漆喰などの 異物を含まない

よ うに 塗膜を採取 した．こ れ を メ ノ ウ乳鉢で粉末状に

して均
一

に した後，シ リ カ ゲ ル が 入っ たデ シ ケーター

に 入れ，減圧乾燥 し，鉛分析用 の 塗膜試料と した．

　3．結果 と考察

　最 近
，

CPSC は （U ．S．　 Cousumer 　 Product 　 Safety

Commission　1996）公 園 の遊具 の 塗膜中 に含まれ る鉛

の 分析を行い ，そ の情報をた だちにイ ン ターネ ッ トで

公 開して い る ．そ れ に よ れ ば
， 分析 した鉛 の 値は メ デ

ィ ア ン 値 仲 央値）と そ の 上 限 ， 下限の 範囲 を示 して

い る．そ の 際，基準 と して い る鉛 の 重 量％は O．06％

と 0．5％ の 値で あ る．前者の 数値は CPSC が 1978年

に市販品の 塗料中 に含まれる鉛 を規制 して い る値で あ

り，後者 は 1992年 ア メ リ カ議 会が塗膜 の 鉛危害 を判

断す る 目安 と した値で あ る ．H 本 に は 基準が ない ため，
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本論文で もこ れ らの数値を基準 にして，中学校，小学

校，幼稚園 ， 保育園，公園の ど の ような施 設 が 重量 ％

で ど れ ぐらい の 鉛 を含ん で い る かを順次述べ て い く．

　（1） 学校，園，公園 の施設 に おけ る 塗料 の 鉛分析

　 1）　 中 学 校

　 IIIEI大学附
’
属光中学校，附属山口中学校か ら採取 し

た塗膜の 分析結果を Table　2 に 示す．

　ブ ラ ン コ や ジ ャ ン グ ル ジ ム な ど室外の 遊具が ない た

め，室内 （家庭科室）の 塗膜 を採取 した．水道管の 白

色塗膜 No．工の 鉛 は 1．17％，ガ ス 管の銀色塗膜 Ne ．2

は 1．00％ ，No ．3 は O．17％ ，室内の 壁で ある 白色塗

膜No ，4 か らは鉛が 検出さ れ なか っ た ．すな わ ち，

N   ．1〜3 ま で が GPSC の 基準 O．06％ を超 え，こ の 中

の 2 ヵ所が ア メ リカ政府 の 基準 0．5％ を超え て い た．

　2） 小 学 校

　山 口 大学附属光小学校，附薦山口小学校か ら採取 し

た塗膜の分析結果 を Table　3 に示す，

　室外，室内の 塗膜 の 分析を行 っ た ．No．5〜12 の 登

り棒や鉄棒は 体育 の 授業や休み時間 の 遊具 として，児

童に よ っ て 使用 され て い た ．登 り棒 で ある No，5 は黄

色，No，6 は 緑，　 No ，7 は 自，　 Ne ．8 は 青色 の 塗料 で

塗 られ，そ れぞ れ 8．64％，3、50％ ，3．17％，2．工7％

Table 　1，　0peratirlg　conditions 　of 　fiarne　atomic

　　　　　 absorpt ユon 　spectrophotolnetry

Wavelength

Lamp　Current

Band　Width　slit

Air−acetylene 　flame

　 Air　flow

　AcetyleIle 　flew

D2 　backgroimd 　corrective 　mode

283．3nm

　 5．GmA
　 1．Onm

101fmin21

／min

の鉛が含まれ て い た．鉄棒の 支柱 の 青色塗膜 No．9 の

鉛は 1．32％ で
，

ジ ャ ン グル ジ ム の緑色塗膜 No．10は

O．92％，サ ッ カ ーゴー
ル の 白色塗膜 No．12 は O．67％，

シー
ソ
ー

の 青色塗膜 No ．1ユは 0，53％ で あ っ た ．教室

と続 い て い る テ ラ ス の 柵 の 茶色塗膜 No．ユ3は 2．33％
で あ り，階段の手す りの 灰色塗ma　No．14は 0．33％ で

あ り
， 両者 とも 0．06％ を超 え，前者は 0．5％ を超えて

い た ．No ，15〜17 は 講 堂内 の 塗 膜で あ り，講堂 ドア

の青色塗膜 No．15は 1，88％，柱 の 茶色塗膜 No，16は

0．33％
， 壁 の 白色塗膜 No ．17 は 0．15％ で あ り， す べ

てが 0．06％ を超 え，No．15 が 0．5％ を超えて い た．

家庭科室の水道管の 白色塗膜 No、17 は 0，83％，窓枠

の 灰色塗膜 No ．18 は 0．53％ で あ り，両者 とも 0，5％

を超え て い た．

　以上
， 小学校 に ある塗膜 はす べ て 0，06％ を 超 え，

ま た
， 0．5％ を超 え て い る もの は 15 ヵ所中ユ2 カ所 に

の ぼ り，そ の メ デ ィ ア ン 値 は O．92％
， 最高値 が 8．64

％ ，最低値が 0．53％ で あ っ た．

　3） 幼 稚 園

　由口大学附属幼稚園 か ら採取 した塗膜の分析結果 を

Table　4 に示す．

　試料はすべ て 室外 の 施設 の 塗料で あ り，小学校と違

っ て ，カ ラ フ ル な塗料で 塗 ら れ た 施設 に 囲 まれ て い る ．

No ．20 と No ．21 は 園施設 の 塗膜 で あ る．郵便ポ ス ト

の 赤色塗膜 No，20 の 鉛は 王2．83％ で あ り，幼稚園 の

試料中で 最 も高 い 値 で あ っ た ．こ の 旧型ポ ス トは モ ニ

ュ メ ン ト的に飾 られ て い るもの で あ る．正 門の 灰色塗

膜 No．21 の 鉛は ユ0．50％ で あ っ た．　 No ，22〜26 は 遊

具 の 塗膜で あ る．シ
ー

ソ
ーの手す りの 黄色塗膜 No ．

22 の 鉛 は 10．33％，白色塗膜 No．23 は 0．33％で あ っ

た．ブ ラ ン コ 鎖の オ レ ン ジ色塗膜 No．24 の 鉛 は 4．26

％，ジ ャ ン グ ル ジ ム の 緑色塗膜 No．25 は 0．92％，鉄

Table 　2．Analytical　data　of 　lead　in　paints　scrapings 　collected 　from 　affiliated 　junior
high　schools 　of　the　Faculty　of　Education

，
　Yamaguehi　University

No．　 Equipment Color Lead （％） Magnification’

l　　NVater　pipes 　
a

　　　　　　　　wlldte

2　　Gas　pipes 　
n

　　　　　　　　s童lver

3　　Gas　pipes　b　　　　　　　　sUver

4　 Wal 　in　o 〔x ）king　room 　
a

　 曲 ite

1．17± 0．06

1．00：ヒ0．02

0．17± 0．02
　 ND

2，32

、00

，3

＊Based　 Qn 　 O、5％ level　which 　is　the 　 control 　 measure 　to　determine　lead　hazards 　by　the
t
’
ederal 　government〔U ．S．　C 。 nsumer 　Product　Safety　Commission 　 1996）．

”Hikari　Junior
High　Scho。1．　bYamaguchi ，Junior　High　School．
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Table　 3．Analytical　data　of　lead　in　paints　scrapings 　collected 　from　affiliated 　elementary

schools 　of　the　Facu瓦y　of　EdllcatiGn
，
　Yamaguchi　University

No ．　 Equipment Color Lead （％） Magnification＊

567890

ユ

23456789

　

　

　

　

　

1111111111

Gl血 blng　bar　
a

Climbing　bεLr　
a

Cliinbing　bar　
n

Climbjn9　bar　
a

P鑑nar　Qf　irOII　bar　
a

Jじtnglegyt．　 ii　
b

SeesawbSoccer

　goala

Fence 　terrace　b

Handra 皿 of　sta註s　
b

Door　irL　hall　b

Pillar　in　haユl　b

Wall　in　hall　b

Water　pipea

Windowb

yellOWgreenwhitebluebluegreenbluewMtebrowngraybluebrownwhitewhite9ray8．64± O．10

3．50± O．17

3．17± O．05

2．：［7± 0，21

1．32± 0，05
0．92± 0．06
0．53± O．Ol

O．67± 0．08

2．33± O．23

0．33ニヒ0．02

1．88± 0，04

0，33± O．08

0．L5」二 〇，Ol

O．83± 0．04

0，53± 0．03

3033681377873717764211140300111

’Based　no 　O．5％ levei　which 　is　the　control 　measure 　tQ　determine　Iead　hazards　by　the　federal

government 　 O．∫．S．　 Oonsumer 　Product　S觀 Co   ission　 1996 ）．
内Hlkari　Elementary　Sch 。ol．

bY
  aguchi 　Elementary　School．

Tab！e 　4，Analytical　data　of　lead　in　paints　scrapirlgs 　collected 　frorn　affiliated　kindergarten

attached 　of　the　Faculty　of 　Education
，
　Yamaguchi　University

No ．　 Equipmen し Color Lead （％） Magrlif正cation ＊

01234

匚
」

ハ
0

2222222Post　boxGateSeesawSeesawSwing

　cha 玉n

junglegym
Iron　bar

red9rayyel

！OWwhiteorangegreenblue

12，83：ヒ0．65
10．50士 O，16

1G．33± O．32
0．33± 0．02
4，26±0．31
0．92：to．06

0．50± 0．05

25．721

．020

．70

．78

，51
．81

．0

＊ Based　no 　O．5％ level　wLUch 　is　the　 contro 生measure 七〇 determine　lead　hazards　by　the　federal

government〔US ．　Gonsumer 　Product　Safety　Commission 　1996）．

棒 の 青色塗膜 No．26 は O．50％ で あっ た ．

　以上 の よ うに， 7 ヵ所中全部 の 塗膜中の 鉛は GPSC

の 0．06％ の 基準 を超 え， 6 カ所 はア メ リカの 議会基

準 0．5％ を超え，そ の メ デ ィ ア ン 値は 4．26％，最高値

が ユ2．83％
， 最低値が O．50％ で あ っ た．

　4） 保 育 園

　山口 市内 の 3 カ所 の 公立保 育園か ら採取 した塗膜 の

分析結果 を Table 　5 に 示す．

　す べ て 室外 の 塗膜試料で あ り， 幼稚園 と同様 に カ ラ

フ ル な遊 具 が多い ．ブ ラ ン コ を囲む フ ェ ン ス の 黄色塗

膜 No．27 の 鉛は 11．47％ で あ り，保育園 の FP で 最 も

高か っ た．滑 り台の 手す りで あ るピ ン ク色塗膜 No，

28 の 鉛は 7，68％ ，鉄棒の青色塗膜 NQ ．29 は 6．　03％ ，

鉄棒 の ピ ン ク塗膜 No ．30 は 0，78％
，

ジ ャ ン グ ル ジ ム

の緑色 塗膜 No ．3ユは 5．85％ で あっ た．また ，各保育

園 の ブ ラ ン コ の 青色塗膜 No．31，32，33 の 鉛 は 2，77

％，2，24％ ，2．11％ で あ っ た．水飲 み 場 の 壁 で あ る 白

色塗膜 No．35 の 鉛 は O．19％ ， 庭 に あ る木を支え る支
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Table　 5．　 Analytical　 data　 of　 lead　 in　 paints　 scrapings 　 cdllected 　 from　 nurseries 　 in

　　　　 Yamaguchi　G三ty

No．　 Equipment Color Lead （％） Magnification’

27　　Fence　aro しind 　swings 　
u

28　 Handr 血l　with 　slide 　
b

29　　匡ron 　barb

30　　Tron　bar　
c

31　　Junglegyln　c

32　　Supporter　of 　swings 　
c

33　　SupPorter　of 　sWings 　
a

34　　SupPorter　of　swings 　
b

35　 The 　wza｝l　b

36　　Supporter　of 　tree　n

yellOWpinkbhlepinkgreenblueblueblue

“姐 teW

  te

ll．47± 0，23

7．68：ヒ0．11

6．03± O．30

0，78士 O．01

5．85± O．02

2．77± 0匸05

2．24± 0．05

2，11± 0．03

0．19± 0．01

0．〔｝2± O．01

22，9415
．3612
．061
．5611

．75

．544

．484

，220

．380

．04

＊Based 　nQ 　G．5％ level　which 　is　the　eontrol 　measure 　to　determine 　lead　hazards 　by 　the　federal

government（U 、S，　Consumer 　Product　Safety　Gornエnission　1996）、　tt，　b
　 and

‘
shQw 　the　samp ！ing

ptace、

Table　6．　 Ana 上ytical　data　of 　lead　in　paints　scrapings 　col ！ected 　from 　parks　in　Yamaguehi 　Ci取

No ．　 Equipment Color Lead （％） Magnifieation＊

37　 The 　handrail　With　the　shde 　
a

　　ye且ow

38 　1ron　bar　”　 　 　 　 　 　 　 yellow

39　　1rorL　bar
匸L
　　　　　　　　　　　　　　　 erange

40　　Supporter　ofswings 　
b
　　　　　　　　pink

41　 Jしingleg ｝cn 　
a

　 　 　 　 　 　 green

42　　Jun繕lesf｝qn 　
b
　　　　　　　　　　　　　　　blue

43　 SupPorter　Qf　seesawb 　　　　　　 greeR
44　　Fence 　arolmd 　sWings 　

a
　　　　　　 bliie

14．47：ヒ0．18

8．78± 0，34

6，09± 0，08

8．06± 0，08
6．48± 0．26

4．Q7± 0．12

0，26± 0，01
0，22± 0．Ol

28．917

．612

．216

．113

．08
．10

．50
．4

不Based　 no 　 O．5 ％ 亅eve ］which 　is 山 e　 control 　measure 　to　determine　lead　hazards　by　the　federal

gDvernment 〔U ．S，　Consumer　Pr。duct　Safety　Go   ission　l996）．
t／
，

i’
　and 　

’
　show 　the　sampling 　place、

柱 で あ る 白色塗膜 No．36 の 鉛は もっ と も低 く，
0．02

％ で あ っ た．

　以 上 ， 10 カ所 中 9 カ 所で 塗 膜中 の 鉛 が GPSG の

0．06％ を超え，そ の 中の 8 カ所 が ア メ リカ議会 の 基準

O．5％ を超え，メ デ ィ ア ン 値は 2．51％，最高値は ユ1．47

％，最低値 0．78％ であ っ た ．

　5） 公　 園

　山口市内 の 2 ヵ 所 の 公 園か ら採取 した 塗膜 の 分析結

果 を
「rable　6 に 示す．

　すべ て室外 の 塗膜試料で あ り，カ ラ フ ル な塗料 で 塗

られ て い る 遊 具が多い ．滑 り台 の 手す りで あ る 黄 色 塗

膜 No ．37 の 鉛 は ユ4．47％ で あ り，こ の 値 は 本 研究に

お け る 全試料 の 中 の 最高値 で あ っ た が ，ア メ リカ の 遊

具塗膜の 鉛 （最高値 29％）（U、s．　 Consu皿 er　 Product

Safety　Commission　 1996） の 方が 高い 結果 を示 した ．

鉄棒 の 黄色塗膜 No．38，オ レ ン ジ色 塗膜 No，39 の 鉛

は 8。78％，6．09％ で あ っ た．ブ ラ ン コ の 支持棒 で あ

る ピ ン ク色 塗膜 No．40 の 鉛 は 8．06％，ジ ャ ン グル ジ

ム で あ る 緑色 塗膜 No ．41，青色 塗 膜No ．42 の 鉛 は

6，48％，4．07％で あ っ た．シ
ー

ソ
ー

の 支持棒で ある緑

色塗膜 No．43 の鉛は 0．26％，ブ ラ ン コ の 回 りの フ ェ

ン ス で あ る青色塗膜 No．44の鉛は O．22％で あ っ た ．

　以 上， 8 カ 所 中全箇 所 で 塗膜 中 の 鉛が CPSC の

0．06％ を超 え て い た ，そ の 中で 6 カ所 は ア メ リ カ 議会

の基ts　O，5％ を超え，メ デ ィ ア ン値は 6．29％，最高値

が ユ4．47％，最低値が 4．07％ で あっ た ．
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　  　塗膜 の 色 と中の 鉛含量 に つ い て

　生活者が塗膜の 色か ら，鉛含量 の多少を判断で きれ

ば，大 まか な警告と して 意味があ る．今回，測定 した

条件の 範囲 で
，

塗膜中 の 鉛 の含量 と色 との 問の 違い が

ある か を調 べ た ．塗膜 の 色 と して ，Table　2〜6 に リ

ス トされて い る試料の 中か ら，3 ヵ 所以上 の とこ ろ で

測定して い る色 の 塗膜を選 び，メ デ ィ ア ン 検定 し，そ

の 結果を Table 　7 に示した、

　黄色，緑色 ，白色，青色，灰色 を対象と し た メ デ ィ

ァ ン 値 を求め た．対象全体の メ デ ィ ア ン 値は 1．60％

で あっ た．メ デ ィ ア ン 検定に よ り，黄色と白色の 間 （p

＜ O，Ol）， 青色 と 白色 の 間 （p＜ 0．05） に 有意差があ っ

た，す なわ ち ， 測定 した 試料 に お い て
， 白色塗膜 に 比

べ ，青色塗膜や黄色塗膜の 方が鉛含量が多い こ と が わ

か っ た，こ れ らの 塗膜は鉛 中毒に対す る警告と して役

立 つ もの と考え られ る ．

　生徒 ・児童 ・園児が過ごす学校，保育園，幼稚園 ，

公 園な ど は 安全 な環境 で あ る こ とが必要 で ある．一
般

に これ ら施設 は 鉄筋 コ ン ク リ
ー

トで 建築され，室内に

目をむけれ ば ，教室中 の 壁，ドア ，窓枠 ，ガ ス の 配管

などが ペ ン キ で 塗 られ て い るもの が多い ．ペ ン キが古

くなれ ば，塗料は劣化 し，剥げかか っ た フ レ
ー

ク の 状

態 とな っ て ，教室中 に 飛散す る こ とが考え られ る．そ

の 中で 活動 して い れ ば，塗料の微粉末を摂取する こ と

となり， 鉛 に よ る毒性が 懸念され る．屋外に も目を向

け て 見 る と
， 鉄製 の 設備 ， 遊 具は 塗料が 塗 られ て い る．

直接，手で触 っ て 遊 ぶ 子 ども達 の 手や服に は塗膜が付

着す る こ とが 十分考え ら，体内へ の 取 り込 み が 懸念 さ

れ る．

　今回の分析調査に よ り，こ れから鉛に よる健康被害

に対 して安全対策 を 図 っ て い くた め に は
， 鉛に 関す る

Table　7，　 Median　test　of 　lead％ among 　paint　colors

危害に つ い て周知徹底 を図 る こ と が 重要 で あ ろ う．具

体的に は D 〜3）の 学校施設 は 文部 省，4）〜5）の 施

設は厚生省が管轄 して お り， 広範囲 の 分析調査が必 要

で あ る．同時 に
， 鉛 含有 の 塗膜 を安全 な塗料に替える

な ど早急 な安全対策が望 まれ る とともに，子供た ちを

鉛危害か ら守る た め に，教師や保護者 に こ れ ら情報 と

対策を周知徹底 させ る教育プロ グラ ム が必要 で あ ると

考え られ る．

　4．要 　 約

　中学校，小学校，幼稚 園，保育 園，公園の 塗膜中の

鉛 の 分析 を行 っ た．

　（1） 中学校の 室内 の 塗膜 中の 鉛は 0〜1，17％含 まれ

て い た．

　  　小学校 （室内 6 点 と室外 9点）にある塗膜はす

べ て O．　06％を超えて い た．また，0．5％を超 えて い る

もの は 12 カ 所 で ，メ デ ィ ア ン 値 は 0．92％ で あ り，最

高値が 8．64％ ， 最低値が 0．53％ であ っ た．

　（3） 幼稚 園 （室外 7 点〉に あ る 塗膜 の 全部が O．06

％ の 基 準 を超 えて い た．また，O．5％ を超え て い た も

の は 6 カ所で，最高値 12．83％〜最低値 O．50％の 範囲

に あり，メ デ ィ ア ン 値は 4．26％で あっ た．

　（4） 保育園 （室外 10点） に あ る 塗膜 の 9 ヵ 所 で 鉛

が 0．06％ を超えて い た ．また，0．5％ を超 えて い た も

の は 8 ヵ所 で ，最高値 ユL47 ％〜最低値 0．78％ の範囲

にあ り，メ デ ィ ア ン 値は 2．51％で あっ た．

　（5） 公 園 （室外 8 点）に ある塗膜の全部が 0．06％
を超 え て い た ．また

，
O．5％ を 超 え て い た もの は 6 カ

所で ，最高値 ユ4．47％ 〜
最低値 4．07％ の 範囲 に あ り，

メ デ ィ ア ン値は 6．29％ であ っ た．

　  　黄色 ， 緑色 ， 白色 ， 青色，灰 色 を対象と した メ

デ ィ ア ン 検定を行 っ た結果 ， 白色 の 塗膜に比べ ，青色

の 塗膜や黄色 の 塗膜 の方が鉛含量が多い こ とが わ か っ

た．

Color Lead ％

Yelow 　　l14，47，11，47，10，33，8，78，8，64｝

Blue　　　l6．03，2，77，2．24，2．17，2．1工，1，88，　1．32，

　 　　 0，53，　0．53i
Green　　l6．48，5，85，3，50，0，92，0，92，0，26i

White　　　｝3．17，　ユ，17，　0．83，　0．67，　0．33，　0，19，　G．15，

　　　 0．02，01
Gray　　　llO．5，0．53，0，33｝

Median 　 value 　 of　 lead ％   ong 　 listed　 samples 　 shows

L60％，＊p〈 O．05，
＊‡
p〈 〔｝，01．
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